
　認
にん
知
ち
症
しょう
は、ふつうの生

せい
活
かつ
をするのが難

むずか
しくなるほど、ものごとを

記
き
憶
おく
できなくなる脳

のう
の病

びょう
気
き
です。年

とし
をとると、だんだんいろいろな

ことができなくなりますし、認
にん
知
ち
症
しょう
でも見

み
た目

め
が健

けん
康
こう
な人

ひと
と変

かわ
わら

ないことが多
おお
いので、できないことがあっても、単

たん
なる「老

ろう
化
か
」と

思
おも
って病

びょう
気
き
とはわからないことがよくあります。ですから、たくさ

んの人
ひと
にもっと認

にん
知
ち
症
しょう
のことを知

し
ってほしいと思

おも
って、この本

ほん
を作

つく

りました。

　この本
ほん
では、年

とし
をとるとはどういうことか、うっかり忘

わす
れと認

にん
知
ち

症
しょう
の忘

わす
れ方

かた
はどうちがうのか、認

にん
知
ち
症
しょう
の人

ひと
がどのようなことで困

こま
っ

ていて、まわりの人
ひと
たちがどのように接

せっ
したらよいのかを紹

しょう
介
かい
して

いきます。

　だれかに必
ひつ
要
よう
とされたり、だれかの役

やく
に立

た
ったりするのは、うれ

しいことですね。それは、認
にん
知
ち
症
しょう
の人

ひと
も同

おな
じです。認

にん
知
ち
症
しょう
だからと

いって、なにもできなくなってしまうわけではありません。できな

いことがあっても、活
かつ
躍
やく
しながら楽

たの
しく生

せい
活
かつ
できる社

しゃ
会
かい
になってほ

しいと思
おも
います。そのためには、できないことがある人

ひと
のことをわ

かってあげて、手
て
助
だす
けできる人

ひと
がもっと増

ふ
えるとよいと思

おも
います。

　みなさん一
ひとり
人ひとりが認

にん
知
ち
症
しょう
をよく知

し
って、まわりの人

ひと
たちにも

よい影
えい
響
きょう
を起

お
こしていってくださいね。
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おばあちゃんのおばあちゃんの
さがしものさがしもの

ユイちゃん！

あ、アカリちゃん！

今
きょ

日
う

、宿
しゅく

題
だい

を

一
いっ

緒
しょ

にやらない？

私
わたし

の花
はな

柄
がら

のハンカチ

ずっと探
さが

しているけど

見
み

つからないの

            あなた、知
し

ってる？

おばあちゃん

アカリちゃんは

初
はじ

めてウチに来
き

たんだから

知
し

らないよ

ユイちゃんの家
いえ

に

行
い

きたいな

ダメかな？

ただいま

おじゃまします

こんにちは

えっ？

う…ううん

いいよ?

やったぁ！

えっ！
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　私
わたし
たちは、生

せい
活
かつ
の中でいろいろなことを

考
かんが
え、決

き
めています。たとえば、公

こう
園
えん
に遊

あそ

びに行くことを想
そう
像
ぞう
してください。天

てん
気
き
に

合
あ
わせて服

ふく
装
そう
を選

えら
び、公

こう
園
えん
までの道

みち
順
じゅん
や遊

あそ

びの内
ない
容
よう
を考

かんが
えます。これは、過

か
去
こ
の経

けい
験
けん

で身
み
に付

つ
けた知

ち
識
しき
を引

ひ
き出

だ
して、さらに情

じょう

報
ほう
を集

あつ
め、それらを照

て
らし合

あ
わせながら自

じ

分
ぶん
の行

こう
動
どう
を決

き
めているのです。このような

脳
のう
の働

はたら
きを、「認

にん
知
ち
機
き
能
のう
」と呼

よ
びます。

　脳
のう
での認

にん
知
ち
機
き
能
のう
がうまく働

はたら
かなくなって、

ふだんの生
せい
活
かつ
ができなくなるほど困

こん
難
なん
が続

つづ

く状
じょう
態
たい
のことを「認

にん
知
ち
症
しょう
」と呼

よ
びます。年

とし

をとっても認
にん
知
ち
症
しょう
にならない人

ひと
もいますが、

年
とし
をとるほどなりやすく、なる人

ひと
が多

おお
いの

で、だれもが認
にん
知
ち
症
しょう
になる可

か
能
のう
性
せい
がありま

す。

認
に ん

知
ち

症
しょう

は脳
の う

の病
びょう

気
き

認
に ん

知
ち

症
しょう

の人
ひ と

の割
わ り

合
あ い

脳
の う

も老
ろ う

化
か

する

脳
のう

の老
ろう

化
か

を遅
おく

らせるためには……

　体
からだ
と同

おな
じように脳

のう
も年

とし
をとります。あま

り使
つか
わない言

こと
葉
ば
を思

おも
い出

だ
したり、新

あたら
しい環

かん

境
きょう
で問

もん
題
だい
を解

かい
決
けつ
したりする力

ちから
は、老

ろう
化
か
に

よっておとろえやすくなります。

　しかし、最
さい
近
きん
の研

けん
究
きゅう
から、脳

のう
の成

せい
長
ちょう
は成

せい

人
じん
してからもしばらく続

つづ
くことがわかって

きました。これまでの経
けい
験
けん
から物

もの
事
ごと
を判

はん
断
だん

する力
ちから
は、老

ろう
化
か
の影

えい
響
きょう
を受

け
けにくく、若

わか
い

うちからの心
こころ
がけで、脳

のう
の老

ろう
化
か
を遅

おく
らせる

こともできるといわれています。

脳
の う

の老
ろ う

化
か

と認
に ん

知
ち

症
し ょ う

夜
よる

はしっかり寝
ね

る 栄
えい

養
よう

バランスのとれた
食
しょく

事
じ

をする

適
てき

度
ど

に運
うん

動
どう

する 楽
たの

しいことを見
み

つけて、
やってみる

体
からだ
と脳

のう
を休

やす
めて、

疲
つか
れをためない

ようにする。早
はや

寝
ね
早
はや
起
お
きで生

せい
活
かつ

リズムを整
ととの
える。

今
いま
の日

に
本
ほん
では、65才

さい
以
い
上
じょう
の高
こう
齢
れい
者
しゃ
のおよそ7人

にん
に1

ひとり
人が、認

にん
知
ち
症
しょう
になっています。

年
ねん
齢
れい
が上

あ
がるごとに人

にん
数
ずう
が増

ふ
えていき、90才

さい
以
い
上
じょう
になると2

ふたり
人に1

ひとり
人が認

にん
知
ち
症
しょう
です。

さまざまな食
しょく
材
ざい

をバランスよく
食
た
べて、体

からだ
に栄

えい

養
よう
をゆきわたら

せる。

ウォーキングや
軽
かる
めの体

たい
操
そう
など、

無
む
理
り
のない運

うん
動
どう

を長
なが
く続
つづ
ける。

好
す
きなこと、楽

たの
しい

ことをすることで、
生
せい
活
かつ
を楽

たの
しむことが

大
だい
事
じ
。人

ひと
との交

こう
流
りゅう
も

積
せっ
極
きょく
的
てき
にして、脳

のう
に

刺
し
激
げき
を与える。

どのくらいの人
ひ と

が認
に ん

知
ち

症
しょう

になっているの？

年
ねん
齢
れい
が上

あ
がるごとに

増
ふ
えていくんだね！
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